
岩手県立一関高等看護学院

令和8年度　授業計画書（シラバス）

分野 開講時期

単位数

時間数

所属

職名

所属

職名

回 講師 方法

1 金 講義

2 金 講義

3 金 講義

4 金 講義

5 金 講義

6 金 講義

7 金 講義

8 金 講義

9 金 講義

10 金 講義

11 金 講義

12 金 講義

13 金 講義

14 菅原 講義

15 菅原 講義

参考文献

公的扶助（制度について、生活保護、生活困窮者対策など）

高齢者福祉①（在宅福祉事業、施設福祉事業等、認知症高齢者対策、健康増進と社会参加、高齢者保健福祉

施策など）

高齢者福祉②（介護保険制度創設の背景と歴史、概要、課題と展望、介護の現状、利用者の権利擁護など）

障害者福祉（定義と実践、障害者施策の変遷、障害者総合支援法体系、身体・知的・精神障害者の福祉、

発達障害者支援など）　難病対策

児童家庭福祉（定義と実践、少子化対策、子ども・子育て施策、児童虐待、DV対策、少年犯罪など）

社会福祉の実践と医療・看護、社会福祉援助技術、援助の課題、医療との連携の重要性など。

地域支援事業、地域福祉を考える

医療との連携の重要性

地域保険サービスと地域福祉

受講上の注意 評価方法　　筆記試験

社会福祉80点　　医療福祉20点

使用するテキスト　　　社会保障・社会福祉　（医学書院）

所得保障（制度について、年金保険制度、社会手当、労働保険制度など）

（4）対象を、どのような健康状態であっても、社会で生活している人と捉えることができる。

（7）社会の特性を理解し、保健・医療・福祉チームの中で、多職種と連携・協働し、対象が希望する地域で、

          その人らしく、より良く生きることを支援できる。

科目目標

社会福祉の目的概念や実態概念、対象・領域と制度・サービスについて理解する

対象・領域と制度・サービスについての知識を深めるために、社会保障の目的や機能、歴史を理解する

医療福祉の役割とその実際について理解する

授業内容

社会福祉を学ぶ意義、目的概念と実態概念、社会事業から社会福祉事業（社会福祉）へ

社会保障についての概念整理、社会保障制度の変遷

社会福祉の法制度と歴史的展開、社会福祉法の成立に向けて、福祉三法、六法、社会福祉の組織と管理、実

施体制、従事者と担い手など

現代社会の変化（人口の変化、平均寿命，出生率、家族•個人の変化、経済状況など）

社会保障制度改革、社会保障と税の一体改革、少子化対策と地方創生など）

医療保障（制度について、健康保険、国民健康保険、高齢者医療制度など）

（3）人間を、身体的・精神的・社会的・スピリチュアルに統合された存在として理解することができる。

講師名 菅原　拓也
岩手県立磐井病院

資格・免許
社会福祉士

精神保健福祉士医療社会事業士

事前学習内容

テキストの授業内容に関連する部分を学習しておく

科目全体のねらい

人々が、生涯を通じて健康や障害の状態に応じて社会資源を活用するための知識を習得する

医療福祉の役割とその実際を理解する

教育目標との関連

講師名 金　　政信
東北福祉大学

資格・免許
教授

専門基礎分野 ２年前期

授業

科目名

社会福祉

社会福祉・医療福祉

２単位

30時間


